
農
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
地
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に

掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
農
地
所
有
適
格
法
人
が
農
地
所
有
適
格
法
人
で
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
れ
）

（
農
地
所
有
適
格
法
人
が
農
地
所
有
適
格
法
人
で
な
く
な
つ
た
場
合
に
お
け
る
使
用
貸
借
の
返
還
の
請
求
等
）

第
六
十
二
条

法
第
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
れ
は
、
そ
の
申
入
れ
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
し
た
時
に
そ
の
賃
貸
借
が
終
了
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
二
条

法
第
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
貸
借
の
返
還
の
請
求
又
は
賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
れ
は
、

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
。）

一

使
用
貸
借
の
返
還
の
請
求
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
返
還
の
時
期
と
し
て
そ
の
請
求

の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
の
時
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
削
る
。）

二

賃
貸
借
の
解
約
の
申
入
れ
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
申
入
れ
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
時
に
そ

の
賃
貸
借
が
終
了
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
記
様
式
（
第
74条
関
係
）

別
記
様
式
（
第
74条
関
係
）

農
地
に
お
け
る
利
用
の
意
向
に
つ
い
て

農
地
に
お
け
る
利
用
の
意
向
に
つ
い
て

年
月
日

平
成


年
月
日

住
所

住
所

氏
名

氏
名

電
話
番
号

電
話
番
号

下
記
の
農
地
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
利
用
し
ま
す
。

下
記
の
農
地
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
利
用
し
ま
す
。

な
お
、
本
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
農
業
上
の
利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、農
地
法（
昭

和
27年

法
律
第
229号

）
第
39条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
に
よ
り
、
賃
借
権
の
設
定
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
承
知
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
日
か
ら
６
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
農
業
上
の
利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、農
地
法（
昭

和
27年

法
律
第
229号

）
第
39条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
に
よ
り
、
賃
借
権
の
設
定
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
承
知
い
た
し
ま
す
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
の
う
ち
、
遮
蔽
そ
の
他
の
適
切
な
放
射
線
防
護
措
置
を
講
じ
て
も
な
お
そ
の
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
が
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
医
師
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
う
診
療
に
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
そ
の
た
め
に
後
任
者
を
容
易
に
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
使
用
す
る
事
業
者
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
項
中
「
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
及
び
一
年
間

に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
あ
る
の
は
、「
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
対
す
る
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
規
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
あ
る
の

は
、「
三
年
間
に
つ
き
六
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
七
号

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
及
び
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
二
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
並
び
に
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
七
条
第
八
項
及
び
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
四
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓


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